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2021北海道ミックスカーリング選手権大会 

道央ブロック代表決定戦 

（審判長事前通知） 

 

令和３年３月  

審判長 小中 淳一 

1． 競技方式 

(1) 試合は 3チーム 5ブロックによるラウンドロビンを行う。 

(2) ２の順位決定方法により、上位 12チームで代表決定戦を行う。 

 

2． 順位決定方法 

ラウンドロビンが終了した時点で JCA競技規則 C9(ｂ)を準拠し、以下の条件によって

チームのランク付けをする。 

① 勝ち点の多いチームがランクの上位となる。 

② 勝ち点が同数の場合は DSCによりランクを決定する。 

③ 上記②が同距離の場合は LSDの値の最も短い数値のあるチームを上位とする。 

④ 上記③が同距離の場合はコイントスで勝ったチームを上位とする。 

  

3． ストーンの割り当て 

ラウンドロビンの試合スケジュールで、対戦表の左側のチームが赤（暗い）色のハン

ドル、右側のチームが黄（明るい）色のハンドルのストーンを用いてプレーする。 

 

4． プレー中のユニフォーム 

JCA競技者ユニフォーム規定（2020.4改定）ならびに JCA競技規則 C3を守ることが

望ましいが今大会では規制しない。 

 

5． ラストストーンの扱い（１エンド目の後攻）及びラストストーンドロー（ＬＳＤ）JCA

競技規則 C8（ｂ）（ｃ） 

(a)ラウンドロビン 

(1） 試合前練習後に LSD を行い、LSD の短いチームが１エンド目の先攻後攻を選択す

る。 

(2） 同距離の場合は、個々の数値を比較し最も短い数値のあるチームが先攻後攻を選

択する。 

(3） 同数の場合、あるいは、どちらのチームもハウスに入らなかった場合はコイント

スをして決定する。 

(4） 試合前練習後、ストーンを 2投それぞれ異なるプレーヤーが 1投目を時計回り、2
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投目を反時計回りの回転で投球する。 

(5） 第 1試合と第 2試合は異なる選手が投球すること 

(6） 要件違反があった場合、相当する LSDは 1.996mと記録する。 

(7） DSCは予選で投球された LSD（4回）の合計距離である。 

  

(b)代表決定戦トーナメント 

（1） 予選のランク付けが上位のチームに「先練・後練」、若しくは「ストーンの色」の

選択権が与えられる。試合前練習後に LSDを行い、LSDの短いチームが１エンド目

の先攻後攻を選択する。 

（2） 同一予選リーグ同士の対戦となった場合は、予選リーグの直接対決の結果により、

勝るチームにストーンの色と１エンド目の先攻後攻の選択権を与える。 

（3） 試合前練習後、ストーンを 2 投それぞれ異なるプレーヤーが 1 投目を時計回り、2

投目を反時計回りの回転で投球する。 

（4） 前試合の投球者と同じでも構わない。 

 

6． 試合前練習 

予選の開始前に、各チームにはゲームストーンのみを使った 5分間の練習が許可され

る。練習に関する指示は館内放送で行なわれる。 

最初の練習は試合開始予定時刻から赤色のストーンのチームが行い、終わり次第黄色

のストーンのチームの練習が開始される。それぞれのチームは練習終了後に直ちに LSD

を行う。残りの時間はアイスの準備のために使われる。 

  

7． 試合（ゲーム）の長さ及び計時 

(1) 試合は６エンドで行う。予選、代表決定戦ともに最終エンド終了後同点の場合はサ

ドンデスのエキストラエンドを行う。 

(2) シンキングタイムは 22分とする。（エキストラエンドは 4分 30秒） 

(3) チームタイムアウト、ハーフタイムアウトは設けない 

(4) 各チームには別に示す計時を行ってもらいますので CurlTime Proを習熟すること。 

 

8． アイスへのダメージ 

選手は用具、手、体でアイス表面にダメージを与えてはいけない。 

 

9． ラインナップカード 

オリジナルラインナップカードは受付終了後に事務局に提出して下さい。 

オリジナルラインナップカードに記載された投球順やポジションに変更がある場合

は、試合前練習開始１５分前までに変更用ラインナップカードを大会本部に提出するこ

と。 

プレー中の選手交代（選手の離脱等）は、大会役員へ申告してください。チームコー

チ又は選手は試合終了後変更のラインナップカードを提出してください。 

10． 投球順 
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投球順は、同性の競技者が続けて投げることのないように編成する。 

アクシデントで選手がゲームから退く時も競技を続ける選手は同性の競技者が続け

て投げないようにする。 

 

11． 得点 

基本的には選手が記入すること。試合が終了の際にその試合の得点合計等、記載され

ている事項に間違いがないか確認してお互いのスキップがサインすること。 

 

12． 喫煙 

会場敷地内は全面禁煙である。 

 

13． 携帯電話 

競技領域に入る前に携帯電話の着信音は切っておくこと。 

 

14． 整理整頓 

競技領域は常に整理整頓しておき、ごみは全て持ち帰ることを原則とする。 

 

15． 用具 

用具については、日本協会競技委員会の規定に準ずる。罰則についても適用する。 

 

16． 静止画および動画撮影に関する同意 

 エントリー時点で肖像権等、個人の権利主張は行わないことを承諾したものとする。 

 

17． その他 

(1) 北海道ミックスカーリング選手権へはオリジナルラインナップにて登録したメンバ

ーでの出場となります。メンバーの変更は認められません。 

(2) 大会競技規則は JCA 競技規則,２０２０年１１月版（鶯色表紙）によって行う。 

但しシートの幅はディバイダー間としストーンがディバイダーに接触した時点でプ

レーからはずす。 

(3) JCA競技規則と審判長通知事項の解釈に違いが有る時は JCA競技規則を優先する。 

(4) 審判長通知事項および競技規則に記載されていない事柄が発生した場合は、その都

度審判長が対応する。 

(5) プログラムに記載されている試合時間は、あくまでも予定時間です。試合経過によ

り変更になる場合や、試合が行われるシートが変更となる場合もありますのでご了

承願います。 

(6) 試合が続行されている場合であっても、試合が終了したシートから製氷作業を行う

場合がありますのでご了承願います。 

(7) 大会役員は待機しますが必要最低限の人数となっていますので、カーリングの基本

であるセルフジャッジで試合を行うこと。 

(8) 新型コロナ感染拡大防止対策については、基本的に、日本カーリング協会ガイドラ
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イン(2020.6.11)及び札幌市有スポーツ施設の利用にあたっての遵守事項（新型コロ

ナ感染症対策 2020.11.27）に従うこと。 

(9) 大会前 2週間の健康チェック票及び行動記録票は必ず受付時に提出すること。 

 


